







































である o ダイズタンパク質は、グリシニン (6量体、分子量約32万)とs-コン
グリシニン (3量体、分子量約 18万)を主要成分としている o 構成サブユニッ
トとして、グリシニンには 5種 (A1aB1b、A1bB2、A2B1a、A3B4、A5A4B3)
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